
 

 

誠至金開（せいしきんかい）               

『莊子·漁父』：“真者，精誠之至也，不精不誠，不能動人。” 

漢·王充《論衡·感虛篇》：“精誠所至，金石為開。”               

意味：人々の誠実さは、天と地に感動されて石を亀裂される 

比喩は真心誠意であれば何の問題も解決することができる。 

→ 誠心誠意を持ってビジネスを行い、「誠」と「信」を第一に。              

 

 

 

厚徳載物（こうとくさいぶつ） 

  『周易』：“天行健、君子以自強不息；地勢坤、君子以厚徳載物。”               

意味：天の運行が順序正しいように、君子は自らを向上させることを怠らない。 

      大地があらゆる生物を育むように、君子は人徳を高く持ち義務を成し遂げる。 

→「天」「地」「人」「和」、利己より利他を優先に。 

    

 

           

自律自戒（じりつじかい） 

→ 初心を忘れず、コツコツと着実に目的地へ進む。 


